


不
安
除
去
、
再
発
防
止
に
金
力

早
期
建
言
え
や
費
用
補
償
な
ど
住
民
か
ら
要
望
□
く

千
葉
県
市
川
市
の
姉
歯
建
築
設
計
事
務
所
に
よ
る
耐
震
強
度
備
寒
問
題
を
受
け
、

公
明
党
の
耐
震
構
造
設
計
偽
装
問
題
対
策
本
部
と
国
土
交
通
部
会
は
「
月
２４
日
午

後
、
東
京
・塁
回
区
の
マ
ン
シ
ョ
ン
「グ
ラ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
東
向
島
只
＝
階
建
て
、
３６
戸
）

を
緊
急
調
査
し
、
国
交
省
、
都
、
区
の
担
当
者
か
ら
説
明
を
聞
く
と
と
も
に
、
同
マ
ン

シ
ョ
ン
の
住
民
ら
か
ら
要
望
を
受
け
た
。

住
民
は
「今
す

ぐ
に
で
も

（マ
ン

シ
ョ
ン
か
ら
）
出

て
い
き
た
い
が
、

ど
こ
ま
で
補
償

さ
れ
る
か
分
か

ら
な
い
状
態
で

は
、
（
出

る

の

が
）
怖
い
」
と
心

境

を
語

り
、
遅

去
費
用
の
補
償

を
要
望
。
ま
た
マ

ン
シ
ョ
ン
の
今
後

の
対
応
に
つ
い

て
、
耐

震
情

強

工
事
で
は
住
民

の
不
安
を
め
ぐ

え
な
い
こ
と
を

説

明
し
、
早

期

建
て
替
え
を
強

く
求
め
る
と
と

も
に
、
「
国
で
マ

ン
シ
ョ
ン
の
解
体

期
限
を
示
し
て

ほ
し
い
」
と
訴
え

上に
。

|                ―
マンション内で住民から要望を聞く党対策本部のメンバーら

解
歴
壊
爾
の
動
戒
の
あ
り
方

客
」に
つ
い
て

曜
あ
員

解
を
聞
い
た
。

建
築
確
認
制
度
の
男
直
し

に
つ
い
て
は
、
経
進
計
算
密

の
点
検
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
導
入

な
ど
　
　
　
　
　
　
、
拍

擢

窪

轟

関
ゐ
藩

体
制
の
強
化
を
求
め
た
。

議

擢

嬰

質

翁

党
）
は

「入
唐
者
の
争
☆
笠
、

2005年12月1日

公明新聞より抜粋

居
癬
軌
羅
槌
難
藤
郭
儀知評員爺

マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
耐
震
強
度
偽
装
問
題
の
再
発
防
止
に
向
け
た
建

築
基
準
法
や
建
築
士
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
社
回
法
人
・日
本
建

築
士
会
連
合
会
の
官
本
忠

長
会
長
は
、
耐
震
偽
装
問

題
の
背
景
に
つ
い
て
、
①
構

造
計
算
は

一
人
で
で
き
て

し
ま
う
②
建
築
主
と
直
に

壊
す
る
機
会
が
少
な
い
―

こ
と
が
建
築
士
の
モ
ラ
ル
の

欠
如
に
つ
な
が
っ
た
と
指

摘
。
構
造
計
算
が
で
き
る

建
築
士
を
増
や
す
た
め
に
、

人
材
義
成
の
仕
組
み
づ
く

り
や
適
正
な
報
酬
の
支
結

が
必
要
と
強
調
し
た
。
建

築
士
制
度
の
見
直
し
で
は
、

違
反
行
為
の
罰
則
強
化
や

専
門
性
の
制
度
化
、
免
許

の
登
録
更
新
制
度
の
導
入

を
主
張
。

耐
震
性
不
足
が
発
覚
し
た

グ
ラ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
住
吉
の

居
住
者
と
意
見
交
換

績
害
者
の
立
場
で
支
援

居
住
者
は
、
国
交
省
が
検
討
し
て
い

「建
築
基
準
適
合
判
定
資
格
者
の
処
分

基
準
（案
ご
な
ど
に
、
国
の
責
任
が

れ
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
被
害
者
の

場
で
の
支
援
が
行
わ
れ
る
よ
う
求
め
た
。

5月15日 衆 院第 2議 員会館

改正建築基準法のポイント(6月14日 改正建築基準法成立)
①民間指定確認検査機関や特定行政庁(建築主事のいる自治体)が構造計算書の偽装などを見過ごさないように建築確認
制度を厳格化。
②民間指定確認検査機関の業務適正化の為、特定行政庁に立入検査権限を与え、監督権限を強化。
③ピアチエツク(構造設計の専門家による審査)を導入し、鉄筋ヨンクリート造り、高さ20m超 の建物に審査を義務付け、
3階建以上の共同住宅への中間検査も義務付け。
④耐震基準の規定違反などを行つた建築士に対する罰則を強化。

かし

⑤消費者保護の観点から、建築主の職加(本来の品質が欠けていること)担保責任を明確にする為、宅建業者に対し、
契約前に保険加入の有無の説明義務を課した。

耐震偽装再発F/j■建築物への信頼取戻せ
専
門
家

党対策本部と国交部会  北 側国交相に申し入れ

の

チ

ェ

ッ
ク

義

務

付

け

検
査
結
果
の
情
報
田

不
も

公
明
党
耐
震
構
造
設
計
鶴
奏
問
題
対
策
本
部
と
党
国
土
交
通
部
会
は
３
月
８
日
、
国
会
内
で

北
側

一
雄
目
交
相
（公
明
党
）
と
会
い
、
マ

ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
耐
震
強
度
偽
装
問
題
の

再
発
防
止
策
を
申
し
入
れ
た
。

大
日
本
部
長
ら
は
、
住
宅
の
購
入
者
な

ど
が
、
指
定
確
認
検
査
機
関
に
検
査
結

果
な
ど
の
情
報
開
示
を
求
め
る
権
利
を

法
令
上
明
確
に
す
る
こ
と
や
、
一
定
の
高

さ
・規
模
以
上
の
建
物
に
つ
い
て
ピ
ア

チ
ェ
ッ
ク
（構
造
設
計
の
専
門
家
に
よ
る

審
査
）
を
義
務
付
け
る
こ
と
、
消
費
者
保

護
の
た
め
に
現
行
の
住
宅
性
能
保
証
制

度
を
拡
充
し
、
売
り
主
の
職
罰
担
保
責
任

の
履
行
確
保
を
法
律
上
義
務
付
け
る
こ

と
を
強
く
求
め
た
。
ウこ
れ
に
対
し
北
側
国

交
相
は
「要
望
内
容
を
踏
ま
え
、
再
発
防

止
に
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
む
」
と
強

調
。
そ
の
上
で
、
ビ
ア
チ
ェ
ッ
ク
に
つ
い
て

は
「緊
急
に
行
う
べ
き
対
策
の
眼
目
。
し
っ

か
り
や
っ
て
い
き
た
い
」と
力
説
し
た
。
暇

疵
担
保
責
任
の
履
行
確
保
に
つ
い
て
は

「住
宅
取
得
者
を
保
護
す
る
仕
組
み
は
必

要
」
と
述
べ
、
関
係
省
庁
・団
体
と
義
論
を

深
め
て
い
く
考
え
を
示
し
た
。



7ス バスト 街籾 だまる角崩燿移 救済とこ闘 ナa純 彰羽サ

(法律の超旨)

石綿による健康級害の特殊性にかんがみ・石綿による健康被

害を受けた者及びその遺族に対し,医療費等を支結するための

措置を講ずることにより、石綿による健康級害の迅速な救済

を図る。

(法律の要点)

①事業者 ・国 ・地方公共団体が費用を負担し,石締健康

被害救済基金を設置。

②石綿に起因する指定疾病患者で労災補償等による救済

の対象とならない者に対し,以下のように救済給付する。
・医療費(自己負担分)・療養手当(約10万円/月)
・葬索料(約20万円)・ 特別遺族弔慰金(280万円)

③指定疾病により死亡した労働者の道族であつて,時効に

より労災保険法に基づく道族補償結付の支結を受ける権

利が消滅したものに対して特別遺族年金(原則240万円/
年)の結付を行う。

被害の未然防止の為の関連四法 (大気汚染防止法、廃棄物処理法、建築基準法、地方財政法)改 正も !

公
明
弟
環
境
部
会
長
と
し
て
２‐
世
紀
を
環
境
の
世
紀
に
！

加
爾
円
冊
田
倒
田
皿

参

　
　
与
党
水
候
病
問
題
に
関
す
る

与
党
ア
ス
ベ
ス
ト
対

策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
の
メ
ン
パ
ー
と
し

て
、
法
成
立
後
の
支

援
体
制
の
充
実
に
取

り
組
む
。

オ          の 力召 搬害者の全面数済を/

水街司商i旬赳母t分解関夫癌Hザ党小委が小抱環境相に申し入れ

水
侵
病
問
題
の
早
期
解
決
に
向
け
、
公
明
党
環
境
部
会
（部
会
長

＝
富
田
蔵
之
乗
院
議
員
）の
水
侵
問
題
小
委
員
会
（委
員
長
＝
木
庭
健

太
郎
参
院
議
員
）は
４
月
２８
日
、
国
会
内
で
小
池
百
合
子
環
境
相
に

対
し
、
保
健
手
帳
の
拡
充
な
ど
の
穀
満
策
を
Ｌ
り
込
ん
だ
提
言
を
申

し
入
れ
た
。

①
現
行
の
保
健
手
張
を
拡
充
し
て
療
養
手
当
を
加
え
、
新
た
な
「医
療

手
帳
」
と
し
て

一

本

化

す

る

こ

」アし。
②

離

島

に

住

む
被
害
者
を
対

象
と
し
た
「離
島

手
当
」
の
新
設
、

「は

り
，き

ゅ
う

施

術

受
、
温

泉

寝

義

費
あ

支

結

額

の

上

限

（月
額
７
５
０
０

円
）
を
倍
に
す
る

こ
と
な
ど
を
強

く
求
め
た
。

こ
れ
に
対
し
小

池

環

境

相

は

「し
っ
か
り
と
受

け
止
め
さ
せ
て

い
た
だ
く
」
と
答

え
た
。

瑠舞銘騒紬娩酪却孵
ソ

で
公
明
党
の
自

田
茂
之
氏
標

一体
策
と
し
て
、
党
小
委
員
会

水
俣
病
協
題
に
関
し
、
校
害

一
が
先
月
２７
日
、
環
境
省
に
申

者
に
対
す
る
今
後
の
荻
済
支

一し
入
れ
た
Ｏ
現
行
の
保
陸
字

綾
舞
に

つ
い
て
質
問
し
た
。

一媛
を
拡
充
し
、
療
髪
宇
当
を

富
田
氏
は
、
水
侵
病
の
露

一娩
え
た
新

「医
療
手
張

」

へ

定
申
議
人
数
が
３
７
０
０
人

一
の

一
本
化
②
艶
島
住
民
を
対

以
上
に
上

っ
て
い
る
現
状
を

一象
と
し
た

「離
島
手
当
こ
の

述
べ
た
上
で
、
「す
べ
て
の
被

一新
設
③

「ほ
り
・き
り
う
施

害
者
が
必
要
な
時
に
、
必
要

一統
費
、
温
泉
療

髪
費
」
の
支

な
だ
け
治
療
が
受
け
ら
れ
る

一総
額
の
工
嬢
緒
増
―
―
の
３

点
に

つ
い
て
、

政
府
の
見
解
を

閣
い
た
。

こ
れ
に
対
し

小
池
宮
合
子
環

境
相

は
、

「開

係
省
療
と
連
擁

を
取
り
な
が
ら

多
角
的
に
検
討

し
て
い
き
た

い
」

と
赤
べ

た
。

‐２
日
の
衆
院
環
境
委
員
会

一体
制
づ
く
り
を

一を
強
調
９
異

与党水俣痛問題に関するプロジエクトチームに

与
党
水
俣
病
問
題
に
関
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
テ
ー
ム
は
６
月
１

日
、
衆
院
第
１
議
員
会
館
で
会

合
を
開
き
、
新
た
な
抜
本
毅
着

策
を
諾
じ
る
方
針
を
回
め
た
。
１

９
９
５
年
の
政
府
解
決
策
と
同

等
の
政
治
解
決
を
視
野
に
、
来

年
度
予
算
編
成
に
向
け
て
具
体

策
を
ま
と
め
る
方
針
。

中
皮
腫
の
早
期
発
見
急
げ

斃
線
「治
療
」の
研
究
こ
そ
重
要

2006年 5月13日 公 明新聞より抜粋

環
境
大
臣
の
諮
問
機
関

「水
俣
病
問
題
に
係
る

懇
談
会
」
提
言
書

す
べ
て
の
水
俣
病
被
害
者
に
対

し
て
公
正

・
公
平
な
対
応
を
目
指

し
、
い
ま
だ
救
済

・
補
償
の
対
象

に
な

っ
て
い
な
か

っ
た
新
た
な
認

定
申
請
者
や
潜
在
す
る
級
害
者
に

対
す
る
新
た
な
救
済

・
補
償
の
恒

久
的
な
枠
組
み
を
早
急
に
打
ち
出

す
こ
と
。

36憶19800万円 掘軍録球樫揺霜餐匡を落塁圭票T9年
度



東
京
地
方
検
察
庁
は
７
月
か

ら
、
被
疑
者

の
取
り
調
べ
過
程

の

一
部

の
録
音

・
録
画
を
試
行

的

に
行

っ
て

い
ま

す
。
こ
れ

は
、

マ
ニ
フ

ェ
ス
ト

（政
策
綱

領
）
で
取

り
調

べ

の
可
視

化

（録
音

・
録
画
）
を
主
張

し
た

公
明
党

の
考
え
が
実
現
し
た
も

の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
事
情
を

踏
ま
え
、
取
り
調
べ
の
可
視
化

の
本
格
導
入
を
図
る
た
め
、
私

は
６
月

ゅ
日
、
取
り
調
べ
の
録

立
冒

録
画
を
実
施
し
て
い
る
韓

国
の
ソ
ウ
ル
南
部
地
方
検
祭
庁

を
祝
祭
し
ま
し
た
。

検
事
長
は
、
慶
応
大
学
に
留
学
し
た
こ

と
が
あ
り
日
本
の
事
情
に
小
大
変
詳
し

か
っ
た
で
す
。

ノ
ウ
ル
南
部
地
方
検
察
庁
で

は
、
２
０
０
４
年

１２
月

２４
日
か

ら
取
り
調
べ
の
録
音

・
録
画

シ

ス
テ
ム
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

韓
国
内
に
は
１４

の
検
察
庁
で
、

取
り
調

べ
の
録
音

・
録
画
に
関

す
る
電
子
調
査
室
が
整
備
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
ソ
ウ

ル
南
部
地

方
検
祭
庁

の
同
室
は
韓
国
内
で

も
最
大
の
規
模
で
す
。

6月19 1 1ツウル南部地方検祭庁で

李検事長(右)を表敬訪問

「
一
！国！，
，
！サ
・！！！南＝
一
！！！検！！取
り
調
べ
の
録
音

・
録
画
実
施
状
況
を
視
窯
」

当
日
は
、
金
鍾
律
検
事
の

案
内
で
、
ソ
ウ
ル
南
部
地
方

イ
ド

ン
ギ

検
祭
庁
の
李
東
先
検
事
長
を

表
敬
訪
問
後
、
金
検
事
及
び

イ
と
ョンジ
ュン

李
舷
定

検

事

の

２

人

か

ら
、
録
音

・
録
画
制
度
の
施

行
の
現
状
に

つ
い
て
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

李
検
事
は
、
映
像
録
画
制

度
を
推
進

し
た
背
景
と
し

て
、
①
人
権
保
障
に
最
も
適

し
た
調
査
シ
ス
テ
ム
開
発
の

必
要
性
②
調
査
過
程
に
お
け

る
透
明
性
確
保
の
要
請

へ
の

対
応
③
任
意
性
と
信
頼
性
の

向
上
―

の
３
点
を
挙
げ
ら
れ

ま
し
た
。

そ

の
後
、
視
祭

し
た
検

事
尋
問
室

に
は
、
正
面
に

取
り
調
べ
担
当
検
事

の
机

と

い
す
、
そ

の
右
横

に
事

務
官

の
机
と

い
す
、
検
事

の
机
か
ら

２
メ
ー
ト
ル
ぐ

ら

い
離
れ
た
対
面

の
位
置

に
被

疑

者

用

の
机

と

い

す
、
そ

の
両
協

に
は
弁
護

人
用

の
机
と

い
す
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ツウル南部地検正面玄関前で、

金検事(右)李校事(プI:)と

事
務
官
の
机
に
は
パ
ソ

コ
ン
が
置
か
れ
、
室
内
に

は
２
台
の
録
画

・
録
音
用

の
カ
メ
ラ
が
あ
り
、　
一
台

は
供
述
者
を
、
も
う

一
台

は
部
屋
全
体
を
録
画
す
る

よ
う
セ
ッ
ト
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

被
疑
者

の
机

の
上

に

は
、
陳
述
拒
否
権
と
弁
護

人
選
任
権
を
告
知
す
る
文

書
が
置
か
れ
て
お
り
、
被

疑
者
の
後
方
の
壁
に
は
、

録
画
時
間
の
確
認
が
で
き

る
よ
う
時
計
が
掛
け
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

私
が
被
疑
者
席
に
座

っ

て
み
る
と
、
検
事
の
席
が

若
干
低
く
見
え
た
の
で
、

そ

の
旨

を
尋
ね

る
と
、

「最
初
は
検
事
席
の
方
を

高
く
作

っ
た
が
、
威
圧
的

な
雰
囲
気
が
あ
る
と
指
摘

さ
れ
、
検
事
席
を
被
疑
者

席
よ
り
５
セ
ン
チ
低
く
設

計
し
直
し
た
」
と
の
こ
と

で
し
た
。

こ
の
部
屋
は
主
に
、
拘

束
被
疑
者

の
調
査
に
お
い

て
活
用
さ
れ
て
い
る
と
の

こ
と
。
弁
護
人
参
与
に
適

し
た
構
造
に
設
計
し
た
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
女
性

・
児
童
調
査
室

を
視
祭
し
た
。

調
査
室
に
は
丸
テ
ー
ブ

ル
が
中

心
に
置
か
れ
４
つ
の
椅
子
が
囲
ん

で
い
た
。
調
査
室

の
状
況
は
隣

の

モ

ニ
タ
ー
室

か
ら

マ
ジ

ッ
ク
ミ

ラ
ー
を
通
し
て
全
て
見
ら
れ
る
よ

う
に
な

っ
て
い
た
。

調
査
室

の
奥

に
は
子
ど
も
が
自

由
に
遊

べ
る
よ
う
す

べ
り
台
や

Ｔ

Ｖ
、
玩
具
が
た
く
さ

ん
置
か
れ

て

い
た
。

女

性
、
障
害
者
、
児

童
な
ど

の

調
査
時

に
心
理
的
安
心
感
を
提
供

す

る
為
、
家
族
、
専

門
家

な

ど

の

参
加

に
適

し
た
構
造
と
し
た
と

の

事
で
あ
る
。

調

査

室

の
テ
ー

ブ

ル

の
上

に

は
、

モ

ニ
タ
ー
室

か
ら

メ

ッ
セ
ー

ジ
を
電
送
す

る
装
置
が
置
か
れ
て

お
り
、
部
長
検
事
等

か
ら
質
問

の

指
示
を
す

る

の
に
使
用
さ
れ

て
い

る
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。

映
像
録
画
の
手
続
き
の
流
れ
は
、
部

屋
に
入
る
前
に
録
画
室
で
あ
る
こ
と
を

説
明
↓
入
室
と
同
時
に
録
画
開
始
↓
録

画
に
同
意
す
る
意
思
の
確
認
↓
陳
述
拒

否
権

・
弁
護
人
選
任
権
の
告
知
↓
調
査

開
始
時
間
の
確
認
↓
調
査
↓
調
査
終
了

時
間
の
確
認
↓
終
了
直
後
Ｃ
Ｄ
を
２
枚

出
力
確
認
↓
専
用
の
封
筒
に
入
れ
、
封

印
と
な

っ
て
い
ま
す
。

ノ
ウ
ル
南
部
地
方
検
察
庁
が
０
５
年

に
映
像
録
画
調
査
を
行

っ
た
事
件
数
は

１
２
９
５
件
。
う
ち
起
訴
し
た
事
件
７

７
９
件
で
、
す
べ
て
の
録
画
映
像
を
証

拠
と
し
て
裁
判
所
に
提
出
し
た
と
の
こ

と
で
し
た
。

映
像
録
画
の
評
価
を
尋
ね
た
と
こ

ろ
、
金
検
事
は

「人
権
保
護
の
強
化
と

捜
査
過
程
の
透
明
性
が
保
障
さ
れ
た
」

と
述
べ
た
上
で
、

「調
書
の
作
成
時
間

が
省
け
る
の
で
２
時
間
も
あ
れ
ば
十
分

取
り
調
べ
は
終
了
す
る
。
被
疑
者
も
録

画
を
承
知
で
供
述
す
る
の
で
真
摯
な
態

度
に
な
る
」
と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
検
事
の
質
問
が
追
求
型
か
ら

対
話
型
に
変
化
し
、

「調
査
方
式

・
内

容
に
つ
い
て
の
異
議
申
し
立
て
も
明
ら

か
に
減
少
し
た
」
と
の
こ
と
で
し
た
。

さ
ら
に
私
が
、　
一
昨
年
の
衆
議
院
法

務
委
員
会
の
イ
タ
リ
ア
視
祭
で
、
同
国

検
事
か
ら
聞

い
た

「取
り
調
べ
の
録

音

・
録
画
は
、
自
分
が
違
法
な
取
り
調

べ
を
行

っ
て
い
な
い
こ
と
の
最
大
の
証

明
で
あ
る
」
と
の
発
言
を
紹
介
し
た
と

こ
ろ
、
金
検
事
も

「私
も
英
国
の
検
事

か
ら
同
じ
言
葉
を
聞
い
た
」
と
笑

っ
て

話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

日
本
の
検
祭
庁
に
も
同
じ
よ
う
な
考

え
方
に
立

つ
人
が
増
え
て
ほ
し
い
も
の

で
す
。



アジアの平和 と安定 目‐指 し、金 力投球

新
日
中
友
好

２‐
世
紀
委
員
会
の
日
本
側
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
石
川
好
先
生

（秋
田
公
立
美
術

工
芸
短
期
大
学
学
長
）
に
声
を
か
け
て
頂
き
、
中
国
河
北
省
人
民
政
府
外
事
弁
公
室
の
招
請

を
受
け
、
６
月

１９

日
～

２‐

日
ま
で
、
中
国

北
京
、
河
北
省
石
家
庄
、
大
連
を
駆
け
足
で

回
っ
て
き
ま
し
た
。

月20日 白売明 ・河北省書記 (中央)主 6月20日 新日中友好21世紀委員
会少人数会合後,中国側座長 東ロ
必堅氏 (写真中央・胡錦涌国家
主席の家庭教師と称される中国
の実力者)と

食会 左 端は李允石 ・河北省省長

(河北中国大飯店にて)

日中交流混画展 (6月21日 河北師範大学美術学院にて)

河北師範大学 日 本語科の学生達と

あ したのジ ヨーのさし絵を描く

ちばてつや氏



2004年 12月 、議員立法で成立した発達障害者支援法を踏まえ、発達障害者の手L幼児期から

成人期までの各ライフステージに対応する一買した支援の推進を回る観点から、医療施策、保健施

策、福祉施策、就労施策等の制度横断的な関連施策の調整及ぴ推進を田るため、本年6月 、厚生労

働省に発達障害対策戦略推進本部が設置されました。平蔵 19年 度予算概算要求で、具体的な支援

策への取組みが始まりました。主な内容は以下のとおりです。

1.発 達障害者の支援手法の開発や普及啓発の着実な実商

○ 発 達隠審者支援開発事業の創設 (新規)        5億 8,000万 円

O 発 達障害対策情報センター (仮称)の 創設 (新規)     0,700万 円

○ 発 達障害研修事業の充実                 6,700万 円

○ 目 立成育医療センターにおける発達障害診療体制の強化

○ 子 どものこころの診療医テキストの配布           500万 円

○ 発 達障害者支援センター運営事業の推進

O 発 達隠審に関する調査研究

2.発 達障害者の朝労支援の推進

○ 若 年コミュニケーションの能力要支援者就職プログラムの実施 (新規)2億 1,000万 円

○ 発 達障害者の就労支援者育成事業の拡充                1,700万 円

○ 一 般校を含めた公共職業能力開発施設における障害者職業訓練の推進   5,300万 円鶴達障害者対象分)

障
害
者
の
要
望
　
反
映
を

４
月
施
行
の
自
立
支
援
法

赤
松
副
大
臣
に
党
調
査
会
と
厚
労
部
会

適
切
な
予
算
配
分
、
支
援
求
め
る

公
明
党
社
会

保
障
制

度
調
査

会

の
障

害
者

福

祉
委

員
会

と
厚

生
労
働

部
会

は

２

月

１０

日
、
厚

生
労
働

省

に
赤

松

正
雄

副
大
臣

（公

明

党
）
を

訪

ね
、
障

害

者

目
立
支

援
法

の

４
月
施

行
に
あ

た

り
、
通

切

な

対
応

を
求

め
る

厚
労
相

あ

て

の

要
望
書

を
手
渡

し
た
。

発達障害就労支援の課題探る
発達障害者 ・児の支援を考えるワ■力

'チ
弘

千葉市 障害者職業総合センターを視窯 4月24日

同
セ
ン
タ
ー
は
、
職
業
訓
無
や
紹
介
な
ど
を
通
し
、
障
害
者
の
自
立
を
回
る
職
業

リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
の

中
核
と
し
て
、
調
査
研
究

や
先
駆
的
な
支
援
技
法
の

開
発
、
人
材
育
成
な
ど
を

行
う
。

一
行
が
視
韓
し
た

支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
七

ミ
ナ
ー
や
実
践
演
習
を
通

じ
、
ス
ト
レ
ス

ヘ
の
対
処

法
や
職
場
で
の
対
人
技
能

な
ど
を
身
に
付
け
さ
せ
る

も

の
。
当
事
者

か
ら
は
、

「不
眠
症
を
抱
え
る
私

の

健
康
管
理
の
参
考
に
な

っ

た
」

「問
題
解
決
法

を
ス

ム
ー
ズ
に
導
き
だ
せ
る
よ

う
に
な

っ
た
」
な
ど

の
声

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
意

見
交
換
で
は
、
年
齢
に
応

じ
変
化
す
る
職
業
上

の
間

題
点

の
事
例
収
集
や
保
護

者

へ
の
支
援
体
制
整
備
、

特
別
支
援
教
育
や
就
労
支

援
機
闘
と
の
連
携
の
あ
り

方

な

ど

の

課

題

に

つ
い

て
、
活
発
に
貫
疑
が
変
わ

さ
れ
た
。

公
明
党
の
発
達
障
害
者

・
児
の
支
援
を
考
え

る
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
と
障
害
者
福
祉
小
委
員
会

は
９
月
５
日
、
合
同
で
千
葉
県
柏
市
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人

「自
開
症
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
視
鶏
し
、

発
達
障
害
児
支
援
の
現
場
の
取
組
み
と
課
題
を
聞

い
た
。
自
開
症
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、
自
開
症

を
持
つ
人
を
対
象
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
作
業
所
、

発
達
相
談
、
塁
絵
教
室
な
ど
幅
広
い
事
業
を
展
開

し
て
い
る
。　
一
行
は
ま
ず
、
同
セ
ン
タ
ー
の
古
屋

道
夫
監
事
ら
の
案
内
で
小
規
模
作
業
所

「生
活
エ

一房
こ
だ
ま
」
と
放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

「ベ
ガ
サ

ス
」
の
現
場
を
視
窯
。
こ
の
う
ち
作
業
所
で
は
、

利
用
者
が
ヒ
ノ
キ
を
材
料
に
鳴
子
づ
く
り
に
生
き

生
き
と
取
り
組
む
模
横
を
見
学
し
た
。
こ
の
後
、

一
行
は
セ
ン
タ
ー
の
松
井
宏
昭
理
事
長
と
懇
談

し
、
要
望
を
受
け
た
。
松
井
理
事
長
は

「自
開
症

な
ど
の
発
達
障
害
で
は
、
早
期
発
見
と
正
し
い
援

助
方
法
を
用
い
た
早
期
か
ら
の
継
縮
し
た
発
達
支

援

（療
育
）
が
何
よ
り
も
重
要
」
と
強
調
し
、
児

童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
関
し
て
、
年
齢
や
事
業
所
の

規
模
に
制
限
を
課
す
の
で
は
な
く
、
幼
児
か
ら
高

機
生
ま
で
自
由
に
利
用
で
き
る
制
度
に
す
べ
き
と

主
張
し
た
。
ま
た
、
発
達
相
談
や
塁
絵
教
室
な
ど

も
障
害
者
自
立
支
援
法
の
対
象
に
し
て
ほ
し
い
と

訴
え
た
。

生 涯 の 支 援 体 制 に  発 達障害の団体から要望

公
明
党
の
発
達
障
害
者

・
児
の
支
援
を
考
え
る

ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
（福
島
豊
座
長
）
は
７
月
１２

日
、
会
合
を
開
き
、
日
本
発
達
障
害
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク

（山
岡
修
代
表
）
か
ら
２
０
０
７
年
度

予
算
の
概
算
要
求
に
つ
い
て
、
要
望
を
受
け

た
。
席
上
、
氏
田
照
子
副
代
表
か
ら
は
、
Ｌ
Ｄ
（学

習
障
害
）
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ

（注
意
欠
陥

・
多
動
性
障

虫
こ
や
自
開
症
な
ど
の
発
達
障
害
児
に
対
す
る

特
別
支
援
教
育
や
、
生
選
に
わ
た
る
支
援
体
制

の
整
備
な
ど
の
諸
梅
策
に
つ
い
て
要
望
し
た
。

さ
ら
に
、
発
達
障
害

児
に
対
す
る
支
援
に

関
し
、

「人
材
を
育

戚

し

て

い
か

な

い

と
、
す
べ
て
の
施
策

は

う

ま
く

い
か

な

い
」
な
ど
の
意
見
が

出
さ
れ
た
。
福
島
座

長
は
、
　
ど

つ
で
も

多
く
反
映
さ
せ
て
い

き

た

い
」
と

述

ベ

た
。



竣工式典開かれる(習志野市)東圏蒲邸こぼも国
平
蔵

１５
年
秋
、
国
に
先
が
け
幼

稚
国

・
保
育
所

一
体
型
の
こ
ど
も
国

を
荒
木
勇
市
長
が
推
進
し
て
い
ま
し

た
が
、
平
成

１６
年
度

・
１７
年
度
に

ま
た
が
る
予
算
の
獲
得
が
難
航
し
て

い
ま
し
た
。

富
田
し
げ
ゆ
き
が
厚
生
労
働
省

・

千
葉
県
の
担
当
者
と
粘
り
強
く
折

衝
、
１
億
２
７
７
万
円
の
予
算
獲
得

に
目
途
が
立
ち
、
着
工
に
到
り
、
こ

の
度
、
竣

工
式
奥
に
招
か
れ
ま
し

た
。今

年

１０

月
か
ら
は
、
国
で
も
認

定
こ
ど
も
国
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。富

回
し
げ
ゆ
き
は
、
地
域
に
密
着

し
た
、
こ
ど
も
国
の
開
設
に
こ
れ
か

ら
も
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

北側国交相に要望 ９
月
１９
日
、
千
葉
・八
千
代
市
議
会
公
明
党
議
員

団
ら
と
と
も
に
北
側

一
雄
国
交
相
に
東
棄
高
速
鉄
道

の
経
営
安
定
化
策
に
関
し
て
要
望
し
た
。
「県
や
船

橋
、
八
千
代
の
両
市
な
ど
が
支
援
し
て
き
た
が
、
財

政
負
担
は
大
き
い
」
と
し
、
新
た
な
資
金
の
投
入
や
、

金
利
負
担
の
軽
減
措
置
な
ど
を
求
め
た
。
北
側
国
交

相
は
、
ズ
同
高
速
鉄
道
の
）
経
営
検
討
委
員
会
に
、

国
も
入
り
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
述
べ
た
。

2006左F3月 2 日

公明新聞より抜粋

東
実
高
速
鉄
道

の
支
援
求
め
る

予
算
委
員
会

第

８
分
科
会

で
質
問

第
８
分
科
会
で
公
明
党
の

富
田
茂
之
氏
は
、
第
三
セ
ク

タ
ー

「東
薬
高
速

△
苔
社
」
の
経
営
再
建
問
題
に

つ
い
て
、
千
葉
県
、
八
千
代

市
、
船
橋
市
が
昨
年
１２
月
、

経
営
再
建
の
た
め
に
国
の
財

政
支
援
を
要
望
し
た
こ
と
に

関
連
し
て
質
関
し
た
。

富
田
氏
は
、
多
額
の
長
疑

贋
務
を
絶
え
る
東
粟
高
速
鉄

道
に
対
し
、

「こ
れ
ま
で
の

３
自
治
体
の
支
援
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
未
償
違
元
金
が
開

業
当
時
よ
り
も
増
加
し
て
い

る
」
と
指
摘
し
、
国
の
財
政

支
援
に
対
す
る
積
極
的
な
対

応
を
求
め
た
。

北
側
国
交
相
は

「国
と

し
て
今
後
ど
う
い
う
支
援
が

考
え
ら
れ
る

か
地
方
公
共

団
体
と
も
協

議
し
な
が
ら

勉

強

し

た

い
」
と
述
べ

た
。

安倍内閣で財務副大臣に就任
９
月
２７
日
安
倍
内
閣
で
、
財
務
副
大

臣
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

暮
の
１９
年
度
予
算
編
成
に
向
け
て
、

徹
底
し
た
歳
出
削
減
に
つ
と
め
、
国
民

の
皆
様
に
納
得
し
て
頂
け
る
税
制
改
革

に
全
力
で
取
り
組
む
決
意
で
す
。

地元事務所
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●絵画鑑賞 口読書 口水泳 ロサッカー ロフットサル

●妻、一女、二男の 5人 家族

●〒10い8982 東京都千代田区永田町2-卜2衆 議院第二議員会館302号室
ロヨ言舌03-3508-7052  FAX03-3508-3852

●〒26い0013 千葉県千葉市中央区中央4-13-1 3なのはなヒ
｀
ル4階

ロヨ言舌043-202-8070  FAX043-202-8072

富田しげゆき
プロフィール



コ (しゅう
いう 参

党 千 葉 県 本 部 顧 間 に 就 任

9月1日習志野文化ホール・時局講演会

にて

富

田
　
５
月
２０
日
に
、

次
公
認
候
補
と
な
り
、

来
年
の
参
議
院
選
挙
の
第

一

７
月
２３
日
に
千
葉
県
本
部
顧
問

に
就

任

さ

れ

ま

し

千
葉
県
に

つ
い
て

は
、
ど
ん
な
印
象
を

持

っ
て
い
ま
す
か
。

加
藤
　
太
平
洋
が
大

き
く
世
界
に
広
が
る

九
十
九
里
浜
、
清
澄

寺
、
野
菊

の
墓
。
ま

た
空

の
玄
関

・
成
田

空
港
や
幕
張
メ
ッ
セ

が
あ
り
、
温
暖
で
豊
か
な
自
然
や
農
産
物
と
水
産
資

源
や
観
光
資
源
が
輝
い
て
い
る
。
多
様
で
懐
が
深
い

印
象
が
強

い
。

「人
よ
し
、
食
よ
し
、
環
境
よ
し
」

で
、
首
都
圏

の
中
で
も
屈
指
で
あ
り
、
発
展

へ
の
力

動
感
が
満
ち
溢
れ
、
ま
さ
に

「旭
日
」
に
ふ
さ
わ
し

い
県
だ
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

宮

日
　
千
葉
と
い
う
と
、
成
田
空
港

・
東
京
デ

ィ
ズ

ニ
ー
ラ
ン
ド
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
現
在

「観
光
立
県
千
葉
」
を
目
指
し
、
様
々
な
取
り
組
み
が

な
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

加
一藤

「住
む
人
も
、
訪
れ
る
人
も
和
み
、
元
気
に
な
れ

る
“
花
と
海
の
故
郷
ち
ば
”
」
の
様
に
、
旬
を
食
し
、

リ
フ
レ
ツ
シ
ュ
し
、
人
間
の
心
の
癒
し
や
健
康
が
強
調

さ
れ
、
そ
れ
を
“
千
産
千
消
ル
も
支
え
て
い
る
。
人

・

も
の
・
食
が
連
携
し
、
地
域

（人
）
が
支
え
る
観
光
が

広
が
る
県
だ
と
思
い
ま
す
。

今
後
は
、
団
塊
世
代
層
と
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
や
グ
ル
メ

志
向
、
レ
ジ
ャ
ー
の
多
様
化
と
リ
ピ
ー
タ
ー
の
確
保
、

日
帰
り
客
の
増
加
傾
向
、
交
通
渋
滞
や
ア
ク
セ
ス
な
ど

の
問
題
が
あ
り
ま
す
が
、
花
と
海
な
ど
の
豊
か
な
観
光

資
源
や
大
規
模
集
客
装
置
等
の
懐
の
深
さ
の
活
用
で
魅

力
を
拡
大
す
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
よ
う
か
。

富

田
　
千
葉
は
、
加
藤
さ
ん
の
故
郷
で
あ
る
北
海
道
に

次
ぐ
、
農
業
生
産
量
を
誇

っ
て
い
ま
す
。
私

の
故
郷

銚
子
を
は
じ
め
と
し
て
、
日
本
の
漁
業
を
支
え
る
多
く

の
漁
港
を
擁
し
て
い
ま
す
。
農
林
水
産
業
の
振
興
に

つ

い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ま
れ
ま
す
か
。

加
一藤
　
梨

・
落
花
生

・
粒
杷
は
全
国
１
位
。
野
菜
２
位

な
ど
全
国
２
位
の
農
業
県
で
あ
り
、
ま
た
漁
業
県
で
あ

る
。
首
都
圏
に
と

っ
て
重
要
な
県
で
あ
り
ま
す
が
、
輸

入
品
の
増
加
に
よ
る
自
給
率
の
低
下
、
生
産
物
価
格
の

低
下
、
担
い
手
不
足
、
原
油
価
格
の
高
騰
に
よ
る
経
営

悪
化
な
ど
厳
し
い
状
況
で
す
が
、
さ
ら
に
魅
力
的
な
農

林
水
産
業
の
た
め
に
は
、
自
給
率
の
向
上
、
担
い
手
の

確
保
、
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
産
地
形
成
、
自
然

循
環
型
農
業

の
推
進
、
経
営
体
質

の
強

化
、

エ
コ

フ
ァ
ー

マ
ー
の
拡
大
や
環
境
支
払
い
制
度
の
導
入
、
バ

イ
オ

マ
ス
ニ
ッ
ポ

ン
総
合
戦
略

の
推
進
、
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
、
さ
ら
に
地
球
温
暖
化
の
農
水
被

害
に
は
長
期
的
な
対
応
を
す
べ
き
で
グ

ｏ
ｏ
８
年
の
Ｇ

８
日
本
サ
ミ
ッ
ト
な
ど
で
も
取
り
組
む
こ
と
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

富
田
　
日
本
経
済
を
支
え
て
い
る
の
は
、
中
小
企
業
の
皆
さ
ん
で

す
。
景
気
は
上
向
い
て
き
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
中
小
企
業

の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
実
感
が
わ
か
な
い
と
の
声
が
数
多
く
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
中
小
企
業
の
支
援
は
ど
う
あ
る
べ
き
と
思

っ
て
い

ま
す
か
。

加
一藤
　
景
気
の
回
復
と
言
っ
て
も
大
企
業
の
リ
ス
ト
ラ
効
果
や
不

良
債
権
処
理
な
ど
の
経
営
改
善
に
よ
る
も
の
で
、
決
し
て
消
費
の

大
幅
な
拡
大
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
千
葉
県
の
中
小
企
業
景
気
動
向

は
卸
売
業
を
除
い
て
、
他
業
種
で
は
、
依
然
と
し
て
景
気
は
悪
い

と
感
じ
て
い
る
企
業
が
多
く
、
特
に
製
造
業
と
小
売
業
が
顕
著
で

従

っ
て
、
今
後
の
中
小
企
業
支
援
は
、
も
の
づ
く
り
支
援
や
業

種
別
に
対
応
し
た
キ
メ
細
か
な
施
策
を
行
う
と
と
も
に
、
金
融
の

多
様
化

・
円
滑
化
、
新
創
業
支
援
や
女
性
企
業
家

へ
の
支
援
、
異

分
野
の
中
小
企
業
同
士
の
新
連
携
や
大
企
業
Ｏ
Ｂ
に
よ
る
支
援
事

業
、
環
境
産
業
や
バ
イ
オ

マ
ス
事
業
な
ど
に
取
り
組
み
た
い
。

富

田
　
世
論
調
査
で
は
、
将
来
の
不
安
と
し
て
、
年
金

・
医
療

・

介
護
を
あ
げ
る
方
が
圧
倒
的
で
す
。
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
少
子
化

対
策
と
合
わ
せ
、
今
後
、
ど
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
か
。

加
一藤
　
少
子
高
齢
化
社
会

へ
の
突
入
と
と
も
に
、
公
明
党
は
制
度

の
維
持
を
大
前
提
に
改
革
に
取
り
組
み
破
綻
を
避
け
ま
し
た
。
し

か
し
人
口
減
少
の
勢
い
は
、
年
金

・
介
護

・
医
療
な
ど
の
制
度
の

根
幹
を
揺
る
が
し
か
ね
な
い
事
態
で
あ
り
、
し
っ
か
り
取
り
組
む

課
題

で
す
。
児
童
手
当

の
中
学

３
年
生
ま
で
の

拡
大
、
出
産
育
児

一
時

金

の
５０
万
円
支
給
、
保

育
サ
ー
ビ
ス
や
小
児
救

急
医
療
体
制

の
拡
充
、

民
間
企
業

の
育
児
休
業

制
度

の
拡
大
な
ど
、
さ

ら
に
女
性
が
就
職
し
な

が
ら
で
も
安
心
し
て
子

育

て
が
で
き
る
施
設
や

制

度
、
税

制

や

年

金
声

等
、

「子
育

て
夫

婦
」

支
援

の
た
め

の
政
策
に

取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま

9月15日 長南町東部営農組合現地視祭にて、大豆の作付状況の

説明を受ける

■再鶏簾
r

9月5日 柏市のNPO法 人 「自閉症サホ
°―トセンター」を祝祭


